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肘関節運動を力源とした前腕能動義手制御システムの開発 （第３報）
－事例による肘システム義手の懸垂と手先具操作について－
















































































４Ａ）． 左の肘関節関節可動域は， 屈曲１１００・伸展５０で， 筋

































































図４ 左前腕切断者の断端 （Ａ） と張力安定性後のソケットのズレ （Ｂ）
固彊装置
　 　
菖 面 掌 面
①肘摺願儒扇糠幅， ②ポー ルチヱＥン凌ロッタす煮 ③肘関節器伸属する．
図５ 考案したスライドロック式機構 （Ａ） と手先具の操作手順 （Ｂ）
スライドロック式と手先具の操作方法 ４‐２ 手先具の操作方法
作製したスライ ドロック式 手先具操作は， ①肘関節を屈曲する， ②固定装置でボー
スライ ドロック式は， ケーブルの先にボールレシーパー ルチェーンをロックする，③肘関節を伸展し手先具を開く，
妾続し， ボールチェーン（ＹＫＫ（株）；ボール径４．５ｍｍ， で可能となった （図５Ｂ）． 事例からは「簡単に操作ができ
強度２９４Ｎ‐以上） を取り付け， 制御レバーの固定装置 る」との意見を得た．
中を通してロックがかかるようにした （図５Ａ）． ケープ
の長さは， アンロックでは肘関節屈曲でバネが収縮して ５． 考 察
くなり， 伸展でバネが伸びて長くなるようにした． ５－１ カフとソケットによる懸垂について
カフ内圧は軟性材料が多いほど上腕周径の変化や荷重に
－１７６－
妹尾ほか：肘関節運動を力源とした前腕能動義手制御システムの開発 （第３報）
対して低値を示したが，表面には粘着性が生じた． よって，
樹脂硬度は軟性材料６０％， 硬性材料４０％とした． カフと
差し込み式ソケットの懸垂は， ストラップの締め付けが弱
いと不十分であった． カフとソケットのズレは， ソケット
と断端の適合を不良にし， 手先具操作時の断端痛や肘関節
伸展運動の伝達効率低下の要因になることが示唆された．
５‐２ スライ ドロック式について
　
スライドロック式は非切断側での操作を可能とした． 問
題点は， バネが破損する可能性があること， 本構造では能
動ハンドに使用できないことであった． 今後はバネの耐久
性や能動ハンドにも使用可能な機構を検討していく必要が
ある．
６． まとめ
カフ内圧は軟性材料の割合が多く穎上部を絞り込んだ形
状で低値を示したが，その表面には粘着性が生じた． また，
差し込み式ソケットとカフの懸垂は不十分であった． よっ
て，カフの樹脂硬度は軟性材料を６０％，硬性材料を４０％と
し， ソケットは自己懸垂式とした． スライドロック式の問
題点は， バネが破損する可能性があること， 能動ハンドに
は使用できないことであり， 今後はバネの耐久性を含めた
機構の改良に取り組む必要がある．
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